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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
を

迎
え
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
、
本
学
園
は
創
立
七

十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昭

和
八
年
、
聖
徳
家
政
学
院
、

新
井
宿
幼
稚
園
と
し
て
創
立

さ
れ
た
学
校
法
人
東
京
聖
徳

学
園
は
今
で
は
六
つ
の
幼
稚

園
、
小
学
校
、
二
つ
の
中
学

校
・
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、

短
期
大
学
、
大
学
、
大
学
院

へ
と
成
長
し
た
総
合
学
園
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
の
在
籍

者
総
数
は
一
万
三
千
名
以

上
、
卒
業
生
は
十
三
万
名
を

超
え
ま
す
。
こ
の
学
園
の
七

十
年
の
歴
史
を
賀
し
て
、
十

二
月
に
は
記
念
式
典
を
挙
行

い
た
し
ま
し
た
。

本
学
園
と
し
て
は
よ
り
よ

い
教
育
環
境
を
目
指
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
改
革
に

取
り
組
ん
で
お
り
昨
年
、
十

一
月
に
は
日
本
に
お
け
る
教

育
機
関
と
し
て
は
初
め
て
の

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
教
育
の
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
同

時
に
認
証
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
創
立
者
の
建
学
の
精
神

「
和
」を
も
と
に
、
七
十
年
に

わ
た
り
私
た
ち
、
学
生
・
生
徒
・

児
童
・
園
児
、卒
業
生
、保
護
者
、

教
職
員
が
と
も
に
築
き
あ
げ

て
き
た
こ
の
学
園
が
世
界
的

に
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
ま
た
、
十
二
月

に
は
大
学
院
の
夜
間
講
座
や

通
信
教
育
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の

充
実
を
図
る
た
め
、
学
園
発

祥
の
地
三
田
に「
聖
徳
大
学

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
」が

オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
か
ら
は
、
本

学
の「『
少
子
・
高
齢
社
会
の

活
性
化
』に
関
す
る
総
合
的

な
研
究
」が「
私
立
大
学
学
術

研
究
高
度
化
推
進
事
業
」の

「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事

業
」に
採
択
さ
れ
、
そ
の
研
究

拠
点
と
し
て
松
戸
市
に「
聖

徳
大
学
生
涯
学
習
社
会
貢
献

セ
ン
タ
ー
」が
建
設
予
定
で
す
。

本
年
は
大
学
院
で
は
、
四
月

か
ら
臨
床
心
理
学
研
究
科

（
博
士
前
期
・
後
期
課
程
）を

発
足
さ
せ
る
と
と
も
に
、
音
楽

文
化
研
究
科
に
も
博
士
後
期

課
程
を
開
設
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
短
期
大
学
部
に
も
総
合

文
化
学
科
を
新
設
し
、
伝
統

を
守
り
な
が
ら
、
変
化
を
と
げ

る
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
学

園
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を
と

げ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

千
葉
県
浦
安
市
に
は
七
番

目
の
幼
稚
園
で
あ
る「
聖
徳

大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園
」が

開
園
予
定
で
あ
り
、
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
創
立
八
十

年
、
九
十
年
、
そ
し
て
百
年
へ

向
け
て
教
職
員
一
同
、
教
育

環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

る
べ
く
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

本
年
も
何
卒
格
別
の
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

十
二
月
六
日
（
土
）、
聖

徳
大
学
川
並
香
順
記
念
講
堂

に
て
創
立
七
十
周
年
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
附
属
小
学
校

の
児
童
三
名
の
司
会
で
進

行
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏

で
幕
を
あ
け
ま
し
た
。
最
初

に
、
川
並
弘
昭
理
事
長
・
学

園
長
が
挨
拶
さ
れ
、
創
立
七

十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
喜
び

と
、
こ
こ
ま
で
の
学
園
の
道

の
り
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
「
本
学
園
の
教
育
理
念

は
幼
児
教
育
に
あ
り
、
そ
れ

を
守
る
こ
と
こ
そ
創
立
者
で

あ
る
香
順
・
孝
子
先

生
が
思
い
を
込
め
て

作
っ
た
本
学
園
の
源

だ
」
と
語
ら
れ
、
ま

た
「
母
親
教
育
、
女

子
教
育
の
大
切
さ
を

認
識
し
、
父
母
の
作

っ
た
聖
徳
教
育
に
思

い
思
い
の
『
和
』
を

考
え
な
が
ら
育
て
て

行
く
こ
と
が
私
学
と

し
て
の
使
命
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。」
と

訴
え
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
続
い
て
文
部
科

学
大
臣
　
河
村
建
夫
先
生
、

参
議
院
議
長
　
倉
田
寛
之
先

生
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
ご

来
賓
の
方
々
に
ご
祝
辞
を
頂

戴
し
ま
し
た
。

式
典
は
寄
付
金
贈
呈
、
祝

電
披
露
と
進
行
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

取
得
認
証
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
十
二
月
三
日
に

竣
工
さ
れ
た
ば
か
り
の
本
学

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
に

つ
い
て
（
株
）
竹
中
工
務
店

設
計
担
当
の
八
巻
英
次
氏
よ

り
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
他
、
石
井
幹
子
デ

ザ
イ
ン
事
務
所
代
表
の
石
井

幹
子
氏
よ
り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

計
画
の
照
明
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
セ

プ
ト
を
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、

（
株
）
竹
中
工

務
店
　
横
田
武

美
副
社
長
と
石

井
幹
子
氏
に
は

学
園
長
よ
り
感

謝
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

式
典
の
最
後

に
は
、
附
属
小

学
校
に
よ
る
七

十
周
年
記
念
全

校
ペ
ー
ジ
ェ
ン

ト
『
輝
け
聖
徳
』

が
披
露
さ
れ
、

創
立
七
十
周
年

の
喜
び
を
体
い

っ
ぱ
い
に
表
現

す
る
児
童
全
員

に
対
し
、
会
場

か
ら
は
惜
し
み

な
い
拍
手
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了

後
、
場
所
を
体

育
館
に
移
し
て

行
わ
れ
た
感
謝
の
会
は
、
衆

議
院
議
員
　
渡
辺
博
道
先
生

の
乾
杯
で
始
ま
り
、
出
席
者

の
皆
様
が
に
こ
や
か
に
ご
歓

談
を
楽
し
ま
れ
る
中
、
元
内

閣
総
理
大
臣
　
森
喜
朗
先
生

を
は
じ
め
、
松
戸
市
長
　
川

井
敏
久
先
生
、
前
衆
議
院
議

員
　
葉
梨
信
行
先
生
、
ま
た

海
外
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い

た
南
京
大
学
教
務
長
　
陳
雲

棠
先
生
、
台
南
女
子
技
術
学

院
理
事
長
　
劉
應
獄
先
生
か

ら
ご
祝
辞
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

夕
刻
と
な
り
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
す
べ
て
の
照
明
が
消
さ

れ
、
最
後
を
飾
る
べ
く
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
点
灯
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
全
体
が
徐
々
に
学

園
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ

る
青
に
染
め
ら
れ
、
講
堂
前

の
階
段
は
黄
色
に
、
木
々
は

オ
レ
ン
ジ
に
彩
ら
れ
、
キ
ャ

ン
パ
ス
は
新
た
な
表
情
を
見

せ
ま
し
た
。

聖
徳
学
園
創
立
七
十
周
年

記
念
式
典
開
催

聖
徳
学
園
創
立
七
十
周
年

記
念
式
典
開
催

聖
徳
学
園
創
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十
周
年

記
念
式
典
開
催

聖
徳
学
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創
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十
周
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記
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式
典
開
催

聖
徳
学
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創
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十
周
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記
念
式
典
開
催

聖
徳
学
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創
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十
周
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記
念
式
典
開
催

聖
徳
学
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創
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七
十
周
年

記
念
式
典
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催

聖
徳
学
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創
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七
十
周
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記
念
式
典
開
催

聖
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学
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創
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周
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記
念
式
典
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催

聖
徳
学
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創
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十
周
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記
念
式
典
開
催

聖
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学
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創
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十
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記
念
式
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催

聖
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学
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創
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記
念
式
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催

聖
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学
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創
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記
念
式
典
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催

聖
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学
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創
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十
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記
念
式
典
開
催

聖
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学
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創
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十
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記
念
式
典
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催

聖
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創
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記
念
式
典
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催

聖
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学
園
創
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記
念
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催

聖
徳
学
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創
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七
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記
念
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催

聖
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創
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念
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催
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創
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年

記
念
式
典
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催

聖
徳
学
園
創
立
七
十
周
年

記
念
式
典
開
催

十
二
月
六
日

Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
認
証
式

小学校ページェント「輝け聖徳」

海外のお客様から記念品贈呈
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創
立
七
十
周
年
記
念
式

典
の
最
後
を
飾
っ
た
の
は
松

戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
点
灯
式
で
し
た
。

日
本
に
お
け
る
照
明
デ

ザ
イ
ン
の
先
駆
者
で
あ
る
石

井
幹
子
先
生
に
よ
っ
て
手
が

け
ら
れ
た
こ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
デ
ザ
イ
ン
は
、
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
の
後
、
川
並
弘
昭
理

事
長
・
学
園
長
、
照
明
デ
ザ

イ
ナ
ー
石
井
幹
子
先
生
、
川

並
知
子
附
属
幼
稚
園
、
附
属

第
二
幼
稚
園
、
附
属
第
三
幼

稚
園
園
長
、
川
並
光
昭
常
務

理
事
、
松
島
鈞
大
学
副
学
長
、

湯
浅
勝
大
学
後
援
会
会
長
、

川
並
弘
純
副
学
園
長
、
長
江

曜
子
大
学
・
短
期
大
学
部
香

和
会
会
長
の
手
に
よ
っ
て
点

灯
さ
れ
、
七
号
館
の
屋
上
に

位
置
す
る
聖
徳
大
学
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
か
ら
建
物
全
体

が
徐
々
に
学
園
の
シ
ン
ボ
ル

カ
ラ
ー
で
あ
る
青
に
染
め
ら

れ
ま
し
た
。

石
井
幹
子
先
生
は
、
日
本

の
み
な
ら
ず
ア
メ
リ
カ
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
な
ど
世
界
各
地
で

活
躍
し
、
東
京
タ
ワ
ー
、
横

浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
、姫
路
城
、

明
石
海
峡
大
橋
な
ど
数
多
く

の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
ま
し

た
。
北
米
照
明
学
会
よ
り
東

京
湾
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ

（
一
九
九
四
年
）、
国
際
花
と

緑
の
博
覧
会
・
光
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
電
力
館（
一
九
九
〇
年
）

の
デ
ザ
イ
ン
で
二
度
に
わ
た

っ
て
大
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
国
内
外
で
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園

は
、
昨
年
十
一
月
十
八
日
付

で
、
高
い
基
準
が
求
め
ら
れ
る

国
際
標
準
化
機
構（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）

の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
品
質

（
教
育
の
質
）マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
同
時
取
得
を
果
た

し
ま
し
た
。
認
定
審
査
登
録

機
関
は
ロ
イ
ド
レ
ジ
ス
タ
ー

ク
オ
リ
テ
ィ
ア
シ
ュ
ア
ラ

ン
ス
　
リ
ミ
テ
ッ
ド
。
同
社

に
よ
れ
ば
、
教
育
機
関
に
よ
る

二
つ
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
の
同
時

取
得
も
日
本
初
で
す
が
、
学

園
全
体
と
し
て
取
得
し
た
の

も
日
本
初
に
な
り
ま
す
。

東
京
聖
徳
学
園
で
は
、
一

昨
年
四
月
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証

取
得
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
学
園
全
体
で
開

始
、
昨
年
十
一
月
十
日
か
ら

十
四
日
ま
で
の
審
査
期
間
を

終
え
て
、
同
月
十
八
日
に
取

得
し
、
昨
年
十
二
月
六
日
に

行
わ
れ
た
創
立
七
十
周
年
記

念
式
典
の
中
で
改
め
て
認
証

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

認
証
取
得
の
対
象
と
な
っ
た

の
は
大
学
・
大
学
院
・
短
期
大

学
・
専
門
学
校
・
高
校
・
中
学

校
・
小
学
校
・
幼
稚
園
・
学
生

寮・セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
お
け
る

教
育
サ
ー
ビ
ス
と
併
設
教
育

関
連
施
設
・
研
究
所
の
運
営
。

川
並
理
事
長
は
、「
今
後
、

大
学
は
大
学
基
準
協
会
等
の

第
三
者
評
価
機
関
に
よ
る
評

価
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
が
、

そ
れ
に
先
ん
じ
て
東
京
聖
徳

学
園
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
に
よ

り
、
国
際
的
に
高
い
評
価
を

受
け
た
こ
と
に
な
る
」と
話

し
て
い
ま
す
。

東
京
聖
徳
学
園
は
昨
年
、

創
立
七
十
周
年
を
記
念
し
て

「
サ
ン
ク
ト
ぺ
テ
ル
ブ
ル
ク
・

マ
リ
イ
ン
ス
キ
ー
劇
場
キ
ー

ロ
フ
・
バ
レ
エ
二
〇
〇
三
年

日
本
公
演
」に
協
賛
し
ま
し

た
。
聖
徳
大
学
特
別
協
賛
に

よ
る
今
回
の
日
本
公
演
は
、

十
一
月
下
旬
か
ら
十
二
月
中

旬
に
か
け
て
全
国
各
地
で

十
二
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、

大
盛
況
を
お
さ
め
ま
し
た
。

二
百
年
以
上
の
歴
史
を
も

ち
、
ロ
シ
ア
を
代
表
す
る
バ

レ
エ
団
で
あ
る
キ
ー
ロ
フ
・

バ
レ
エ
は
、
ロ
シ
ア
・
バ
レ

エ
の
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
新

し
い
時
代
の
バ
レ
エ
を
と
り

い
れ
た
優
美
と
気
品
あ
ふ
れ

る
バ
レ
エ
団
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
公
演

で
は
、
Ｋ．
セ
ル
ゲ
ー
エ
フ
演

出
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー「
白

鳥
の
湖
」、
Ｌ．
ラ
ヴ
ロ
フ
ス

キ
ー
演
出
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ

「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」、

そ
し
て
Ａ．
ラ
ト
マ
ン
ス
キ
ー

演
出
に
よ
る
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ

フ「
シ
ン
デ
レ
ラ
」の
三
演
目

が
ワ
レ
リ
ー
・
ゲ
ル
ギ
エ
フ
、

マ
リ
イ
ン
ス
キ
ー
劇
場
総
芸

術
監
督
・
首
席
指
揮
者
率
い

る
キ
ー
ロ
フ
歌
劇
場
管
弦

楽
団
に
よ
る
演
奏
の
も
と

上
演
さ
れ
、
絶
賛
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
の
協
賛
を
記

念
す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

が
、
十
二
月
七
日（
日
）、

東
京
文
化
会
館
で
行
わ
れ

た「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ

ッ
ト
」の
公
演
後
、
聖
徳

大
学
主
催
の
も
と
、
開
か
れ

ま
し
た
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
キ
ー
ロ
フ
・
バ
レ
エ
お
よ

び
キ
ー
ロ
フ
歌
劇
場
管
弦
楽

団
メ
ン
バ
ー
、
聖
徳
大
学
関

係
者
な
ど
二
百
名
を
超
え
る

参
加
者
に
よ
る
歓
談
の
場
が

も
た
れ
ま
し
た
。

こ
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
さ
ら

な
る
日
露
関
係
の
発
展
に
つ

な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

聖
徳
大
学
で
は
、
学
園
創

立
七
十
周
年
を
記
念
し
て

「
本
学
所
蔵
品
に
よ
る
藤
田

嗣
治（L

eonard
FO
U
-

JITA

）展
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。
三
月
末
ま
で
開
催
さ
れ

る
こ
の
展
覧
会
は
、
本
学
園

が
七
十
年
に
わ
た
り
、
建
学

の
精
神「
和
」に
基
づ
く
人
間

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

し
、
本
物
の
芸
術
と
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
豊
か
な
心
や
人
間

性
を
育
て
る「
本
物
教
育
」

を
行
う
環
境
の
一
環
と
し

て
、
収
集
さ
れ
た
多
く
の
美

術
作
品
の
中
か
ら
藤
田
嗣
治

画
伯
の
作
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

藤
田
嗣
治（
一
八
八
六
‐

一
九
六
八
）は
、
日
本
に
生

ま
れ
、
東
京
美
術
学
校
卒
業

後
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
エ
コ

ー
ル
・
ド
・
パ
リ
の
一
員
と
な

り
ま
し
た
。
猫
と
女
性
の
絵

画
を
得
意
と
し
、
中
で
も
独

特
な
白
色
の
色
づ
か
い
で
注

目
を
集
め
絶
賛
さ
れ
ま
し

た
。フ
ラ
ン
ス
の
み
な
ら
ず
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
、
海
外
で
は

国
際
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
九
五
五
年
フ
ラ
ン
ス
に
歸

化
し
、
そ
の
後
カ
ト
リ
ッ
ク

の
洗
礼
を
受
け
た
藤
田
画
伯

は
パ
リ
で
は
最
も
有
名
な
日

本
人
画
家
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
、
作
品
の
多
く
が
フ
ラ

ン
ス
国
立
近
代
美
術
館
・
ポ

ン
ピ
ド
ゥ
セ
ン
タ
ー
や
パ
リ

市
立
近
代
美
術
館
に
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
画

伯
の
作
品
の
中
で
も
、
一
九

五
〇
年
前
後
を
中
心
に
一
九

二
六
年
か
ら
一
九
五
八
年
に

か
け
て
描
か
れ
た
も
の
を
主

に
展
示
し
て
い
ま
す
。

藤
田
嗣
治
展
の
様
子
は
、

千
葉
日
報
な
ど
の
地
元
メ
デ

ィ
ア
に
紹
介
さ
れ
、
多
く
の

方
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
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典
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イ
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イ
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イ
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イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式

ラ
イ
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イ
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イ
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イ
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国
際
標
準
化
機
構
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証

全
学
園
教
育
の
質
と
環
境
を
同
時
取
得

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
登
録
証

▼

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
登
録
証

▼

東
京
聖
徳
学
園
創
立
七
十
周
年
記
念
特
別
協
賛

「
キ
ー
ロ
フ
・
バ
レ
エ
日
本
公
演
」
開
催
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来
る
二
月
二
十
一
日（
土
）、

東
京
聖
徳
学
園
創
立
七
十
周

年
を
記
念
し
て
、
聖
徳
大
学

吹
奏
楽
研
究
会
、
聖
徳
大
学

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
、
聖
徳
大
学
附
属
聖

徳
中
学
校
・
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
、
聖
徳
大
学
附
属
小
学

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
に

よ
る
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
サ
ン
ト
リ
ー
大
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
学
園
の

児
童
・
生
徒
・
学
生
の
演
奏
を

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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聖
徳
学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

イ
ン

サ
ン
ト
リ
ー
大
ホ
ー
ル

【会場】聖徳大学クリスタルホール1階ギャラリー
【入場】無料
【休館日】日曜日・祝日および学業日程による休館日
【お問い合わせ】聖徳大学川並記念図書館　

TEL.047-365-1111（大代）
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学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

「
本
学
所
蔵
品
に
よ
る
藤
田
嗣
治

（L
eonard

F
O
U
JIT
A

）展
」

聖
徳
大
学
吹
奏
楽
研
究
会

Ｄ．
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
作
曲
／
祝
典
序
曲
　
他

指
揮：

山
本
真
　
聖
徳
大
学
助
教
授

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ

戸
田
　
顕
編
曲
／
日
本
の
詩（
合
唱
付
き
）他

指
揮：

檜
貝
道
郎
　
附
属
小
学
校
教
諭

聖
徳
大
学
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

Ｍ．
ラ
ヴ
ェ
ル
作
曲
／

マ
・
メ
ー
ル
・
ロ
ア
よ
り
　
他

指
揮：

進
藤
初
男
　
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭

聖
徳
大
学
附
属
聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

Ａ．
リ
ー
ド
作
曲
／
ア
レ
ル
ヤ
　
他

指
揮：

井
後
基
博
　
附
属
聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭

合
同
演
奏

Ｅ．
エ
ル
ガ
ー
作
曲
／
威
風
堂
々

【
日
時
】二
月
二
十
一
日（
土
）

開
場
／
十
三
時
三
十
分
　
　
開
演
／
十
四
時

【
入
場
料
】一
〇
〇
〇
円

【
お
問
い
合
わ
せ
】聖
徳
大
学
音
楽
事
務
室

（
℡
〇
四
七
・
三
六
五
・一
一
一
一
㈹
）
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第11号（3） 平成16年1月1日（木） 学園創立70周年
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こ
の
た
び
、
文
部
科
学
省

の「
私
立
大
学
学
術
研
究
高

度
化
推
進
事
業
」の「
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
」

に
お
い
て
本
学
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト「
生
涯
学
習
の
観
点

に
立
っ
た『
少
子
・
高
齢
社

会
の
活
性
化
』に
関
す
る
総

合
的
な
研
究
」
が
採
択
さ

れ
、
そ
の
研
究
拠
点
と
し

て
松
戸
駅
前
に
十
四
階
建

て
の
ビ
ル
を
建
て
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

去
る
九
月
二
十
四
日（
水
）、

ま
だ
残
暑
の
厳
し
い
中
、
学

校
関
係
者
、
後
援
会
役
員
、

研
究
員
等
総
勢
六
十
名
出
席

の
も
と
、
聖
徳
大
学
生
涯
学

習
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
の
地

鎮
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
十
時
か
ら
式
典
が
始

ま
り
、
川
並
弘
昭
理
事
長
の

鍬
入
れ
の
儀
、
続
い
て
学
校

関
係
者
に
よ
る
玉
串
奉
奠
と

お
ご
そ
か
に
地
鎮
祭
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

敷
地
面
積
約
八
〇
〇
㎡
、

地
下
一
階
、
地
表
十
四
階
建

て
の
ビ
ル
は
、
本
年
十
二
月

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
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聖
徳
大
学

生
涯
学
習

社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー

▼
新
築
工
事

地
鎮
祭

去
る
十
二
月
三
日（
水
）、

東
京
都
港
区
の
三
田
キ
ャ
ン

パ
ス（
幼
児
教
育
専
門
学
校
、

三
田
幼
稚
園
隣
接
地
）に
新

し
く
聖
徳
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
が
完
成
し
、
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
株

式
会
社
竹
中
工
務
店
に
よ
っ

て
設
計
施
工
さ
れ
た
こ
の
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

地
下
一
階
、
地
上
九
階
建
て

の
建
物
で
あ
り
、風
力
発
電
、

太
陽
熱
の
利
用
、
雨
水
の
利

用
な
ど
地
球
環
境
に
対
す

る
負
荷
を
軽
減
す
る
環
境

配
慮
設
備

シ
ス
テ
ム

や
耐
震
性

居
住
性
に

配
慮
し
た

制
震
シ
ス

テ
ム
を
備

え
て
い
ま

す
。
建
物

は
、
大
学
院
の
夜
間
講
座
や

通
信
教
育
ス
ク
ー
リ
ン
グ

の
充
実
を
図
る
た
め
の
施

設
と
し
て
利
用
さ
れ
る
予
定

で
す
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
曇
り

空
の
お
天
気
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
式
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

と
と
も
に
開
始
さ
れ
る
と
、

晴
れ
間
も
見
え
は
じ
め
ま
し

た
。
定
礎
式
に
続
き
、
竣
工

式
が
執
り
行
な
わ
れ
、
式
の

中
で
川
並
弘
昭
理
事
長
・
学

園
長
に
よ
る
式
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。そ
し
て「
こ
の
建

物
が
新
し
い
聖
徳
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
さ
ら
な
る
学
園

の
発
展
の
き
っ
か
け
に
な
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
」と
の
期

待
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
式
に

は
六
十
名
を
越
え
る
学
園

関
係
者
お
よ
び
来
賓
が
出

席
し
、
式
終
了
後
の
祝
宴
に

お
い
て
、
歓
談
の
場
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
キ

ャ
ン
パ
ス
は
、
こ
れ
か
ら
も

新
し
い
三
田
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
学
園
の
発
展
へ
向
け
て

様
々
な
用
途
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園
　

創
立
七
十
周
年
記
念
式
典

祝
賀
会
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No.１２３１・１２３２
平成１５年
10月7日

第
３１
回
・
３２
回
　

聖
徳
学
園
「
文
楽
鑑
賞
会
」

去
る
十
月
七
日（
火
）、
文

楽
協
会
に
よ
る
創
立
四
十
周

年
記
念
公
演
と
し
て
の
文
楽

が
、
川
並
香
順
記
念
講
堂
で

上
演
さ
れ
ま
し
た
。

昼
の
部
は「
絵
本
太
功
記
」と

「
釣
女
」、
夜
の
部
は「
伽め
い

羅ぼ
く

先
代
萩
」で
す
。
と
も
に
人
形

浄
瑠
璃
と
し
て
の
名
曲
で
あ

り
、
深
い
内
容
と
、
義
太
夫

節
、
三
味
線
、
人
形
遣
い
と

い
う
、
芸
能
の
三
位
一
体
が

感
じ
ら
れ
た
演
目
で
し
た
。

劇
の
始
ま
る
前
に
、
人
形

浄
瑠
璃
に
つ
い
て
の
解
説
が

あ
り
ま
し
た
。
人
形
の
手
足

の
出
し
方
、
歩
き
方
、
表
情

の
微
細
な
表
現
ま
で
も
が
、

人
形
遣
い
の
巧
み
な
名
人
芸

に
よ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。
義
太
夫
節
の
笑
い

の
巧
み
さ
、
す
ば
ら
し
さ
。

三
味
線
の
深
い
音
色
と
そ
の

重
要
性
。
と
も
に
人
形
浄
瑠

璃
、
文
楽
な
ら
で
は
の
芸
の

披
露
で
し
た
。

「
絵
本
太
功
記
」は
、
舞
台

を
戦
国
時
代
に
と
り
、
明
智

光
秀（
劇
で
は
武
智
光
秀
）が

主
君
織
田
信
長（
尾
田
春
長
）

を
本
能
寺
に
討
ち
、
や
が
て

自
ら
も
羽
柴
秀
s
（
真
柴

久
s
）に
よ
っ
て
山
崎
の
天

王
山
に
滅
び
る
有
名
な
事
件

を「
絵
本
太
閤
記
」か
ら
と
っ

て
脚
色
し
た
も
の
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
演
劇
は
、
そ
の

よ
う
な
武
将
た
ち
の
戦
い
に

主
眼
が
あ
る
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ

た
周
囲
の
人
々
の
葛
藤
を
テ

ー
マ
に
し
た
も
の
と
言
っ
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

光
秀
の
子
、
十
次
郎
と
そ

の
許
嫁

い
い
な
ず
け
、
初
菊
の
愛
と
悲
し

み
、
反
逆
の
息
子
光
秀
の
竹

槍
に
よ
っ
て
、久
s（
秀
s
）に

な
り
か
わ
っ
て
刺
さ
れ
死
ん

で
い
く
母
親
さ
つ
き
の
苦
し
い

胸
の
内
、
そ
し
て
光
秀
の
妻
、

操
の
苦
し
み
と
嘆
き
な
ど
、

ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
況
に

追
い
込
ま
れ
た
中
で
の
人
々

の
人
情
の
種
々
相
、
深
い
悲
し

み
な
ど
を
描
い
た
も
の
で
す
。

死
を
目
前
に
し
て
三
々
九

度
の
杯
を
か
わ
し
、
戦
い
に

出
陣
し
深
手
を
負
っ
て
死
ん

で
い
く
十
次
郎
に
と
り
す
が

っ
て
嘆
く
初
菊
の「
二
世
を

結
ぶ
枕
さ
へ
交
は
す
間
も
な

う
こ
の
様
な
、
悲
し
い
別
れ

を
す
る
こ
と
は
、
又
ど
う
し

た
罪
か
情
な
い
。
私
も
一
緒

に
殺
し
て
た
べ
、
死
に
た
い

わ
い
な
」と
身
悶
え
す
る
女

の
悲
し
み
。
そ
れ
は
観
客
席

の
学
生
た
ち
に
も
伝
わ
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
母
の
死
、
息
子

の
死
、
妻
の
嘆
き
を
目
前
に

し
て
も
、
な
お
暴
君
尾
田
春

長
を
討
っ
た
こ
と
は
正
し
い

と
信
じ
、
山
崎
の
合
戦
に
最

後
の
勝
敗
を
賭
け
て
見
栄
を

切
る
光
秀
と
、
た
ち
ま
ち
変

身
し
て
陣
羽
織
に
身
を
固

め
、
き
ら
め
く
千
成
瓢
箪
の

中
に
余
裕
綽
々

し
ゃ
く
し
ゃ
く
の
真
柴
久

s
と
の
対
照
的
な
配
置
で

幕
を
閉
じ
る
こ
の「
尼
ヶ
崎

の
段
」は
、
江
戸
期
の
民
衆

の
心
を
代
弁
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
現
代
に
も
通
ず
る

も
の
を
持
っ
て
い
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

次
の「
釣
女
」は
、
筋
も
分

か
り
易
く
、
動
き
も
あ
り
、
狂

言
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
滑

稽
味
も
あ
り
、
現
代
風
で
も
あ

り
、面
白
く
鑑
賞
で
き
ま
し
た
。

夜
の
部
の「
伽
羅
先
代
萩
」

は
、
舞
台
を
鎌
倉
時
代
に
と

っ
て
は
い
ま
す
が
、
当
時
有

名
な
、
江
戸
時
代
の
仙
台
藩

の「
伊
達
騒
動
」を
題
材
に
し

た
も
の
で
す
。
上
演
さ
れ
た

「
御
殿
の
場
」は
、
名
場
面
が

続
出
し
昔
か
ら
有
名
で
す
。

可
憐
な
二
人
の
子
ど
も
と
、

悪
逆
非
道
の
八
汐
、
忠
義
一

途
の
政
岡
な
ど
女
性
と
子
ど

も
の
悲
し
み
と
策
謀
と
苦
衷

が
連
続
す
る
ド
ラ
マ
で
す
。

毒
殺
を
警
戒
し
て
食
事
を
厳

密
に
吟
味
す
る
政
岡
に
、
子

の
千
松
が
い
う
。「
侍
の
子

と
い
う
も
の
は
、
ひ
も
じ
い

目
を
す
る
の
が
忠
義
じ
ゃ
」

ま
た
若
君
が
い
う
。「
雀
の

親
が
子
に
何
や
ら
喰
は
し
お

る
、
お
れ
も
あ
の
様
に
早
う

飯
が
食
べ
た
い
。」し
か
し
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
次
々
に

起
こ
る
悲
劇
。

内
容
は
複
雑
で
錯
綜
し
て

い
ま
す
の
で
、
理
解
し
な
い

で
鑑
賞
す
れ
ば
面
白
さ
も
感

動
も
与
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
な
名
曲
を
内
容

を
少
し
で
も
多
く
深
く
理
解

し
た
上
で
鑑
賞
し
た
い
も
の

だ
と
痛
感
し
た
一
日
で
し
た
。

（
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
　

文
学
科
　
教
授

古
橋
　
恒
夫
）
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十
一
月
三
十
日（
日
）
、

あ
い
に
く
の
天
候
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
幼
稚
園
ホ
ー

ル
に
て
三
田
幼
稚
園
創
立

七
十
周
年
記
念
式
典
を
港

区
長
始
め
、
教
育
長
、
都
議

会
議
員
、
区
議
会
議
員
他
た

く
さ
ん
の
ご
来
賓
、
学
園
関

係
の
諸
先
生
方
を
お
迎
え

し
厳
粛
か
つ
三
田
校
舎
の

特
徴
で
も
あ
る
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、
十
時

三
十
分
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
学
園
長
式
辞

の
中
で
も
あ
り
ま
し

た
が
、
創
立
者
川
並
香

順
・
孝
子
両
先
生
が
大

森
の
新
井
宿
幼
稚
園

（
現
三
田
幼
稚
園
）か

ら
出
発
し
、
現
在
の
聖

徳
学
園
が
あ
る
と
い

う
お
言
葉
で
七
十
年

の
歴
史
と
諸
先
生
方

の
ご
苦
労
、
そ
し
て
諸

先
輩
方
の
築
き
上
げ

て
き
た
伝
統
と
い
う

活
躍
と
積
み
重

ね
が
私
た
ち
教

職
員
の
心
に
響

き
ま
し
た
。
園
長

挨
拶
後
、
ご
来
賓

の
祝
辞
を
賜
り

そ
の
中
で
も
人

間
教
育
の
大
切

さ
が
社
会
で
求

め
ら
れ
そ
の
教

育
を
徹
底
し
て

い
る
幼
稚
園
で

あ
り
学
園
で
あ

る
と
高
く
評
価
を

し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
七
十
年
の

歴
史
の
中
、
親
子
三
代（
川
並

光
昭
先
生
、
ご
子
息
順
氏
、

ご
子
孫
の
晃
順
君
）、親
子
二

代
の
三
田
幼
稚
園
生
の
ご
紹

介
を
し
、松
組
園
児
の
遊
戯
、

「
夢
の
翼
を
拡
げ
て
」を
ご
覧

頂
き
、
午
後
よ
り
祝
宴
に
移

り
和
や
か
な
中
初
代
父
母
の

会
副
会
長
、
卒
園
生
、
旧
教

諭
金
子
佐
和
子
様
等
の
懐
か

し
く
楽
し
い
お
話
で
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。
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▼
竣
工
式

聖
徳
大
学

サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス

、
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去
る
十
月
十
一
日（
土
）・

十
二
日（
日
）、
東
京
都
心

（
六
本
木
〜
丸
の
内
・
大
手

町
・
有
楽
町
〜
赤
坂
〜
六
本

木
）に
て
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ス

マ
イ
ル
ウ
ォ
ー
ク（
主
催：

朝

日
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
朝
日
、

（
社
）日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

”ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
“と
は
乳
が

ん
の
早
期
発
見
・
早
期
診

断
・
早
期
治
療
の
大
切
さ
を

伝
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ

り
、
こ
の
ウ
ォ
ー
ク
は
乳
が

ん
月
間
で
あ
る
十
月
十
一
日

か
ら
十
三
日
ま
で
行
わ
れ
た

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル（
主
催：

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
運
営
委
員

会
）の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
催
さ
れ
ま
し
た
。
聖
徳

大
学
も
学
園
創
立
七
十
周
年

を
記
念
し
て
こ
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
協
賛
し
、
三
千
名

を
超
え
る
人
が
参
加
す
る
十

五
キ
ロ
の
ウ
ォ
ー
ク
に
は
、

本
学
園
か
ら
十
八
名
の
学

生
、
保
護
者
、
教
職
員
お
よ

び
学
園
関
係
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

こ
の
参
加
が
多
く
の
人
に

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
意
味
を
伝

え
、
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
の

増
進
や
乳
が
ん
に
よ
る
死
亡

率
の
低
下
に
つ
な
が
る
力
に

な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

去
る
十
月
十
六
日（
木
）、

千
葉
市
蘇
我
勤
労
市
民
プ
ラ

ザ
に
て
平
成
十
五
年
度
千
葉

県
献
血
感
謝
の
つ
ど
い（
主

催
　
千
葉
県
、
日
本
赤
十
字

社
千
葉
県
支
部
）が
開
催
さ

れ
、
聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学

短
期
大
学
部
が
日
本
赤
十
字

社
千
葉
県
支
部
長
よ
り
感
謝

状（
下
図
　
金
枠
）の
贈
呈
を

受
け
ま
し
た
。

こ
の
感
謝
状
は
、
本
学
の

十
年
以
上
に
わ
た
る
献
血
活

動
に
対
し
て
贈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
献
血
を
通

し
て
、
赤
十
字
活
動
の
発
展

に
貢
献
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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リ
ー
」の「
ベ
ン
チ
」を
テ
ー
マ

に
し
た
今
回
の
デ
ザ
イ
ン
大

賞
に
は
千
点
を
超
え
る
応
募

が
あ
り
、
本
学
は
入
選
数
十

二
、
入
賞
者
数
十
六
組
の
う

ち
短
期
大
学
か
ら
唯
一
の
入

選
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

入
選
作
品
は
九
月
三
日
か
ら

七
日
ま
で
飛
騨
高
山
ビ
ッ
グ

ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
「
二

〇
〇
三
飛
騨
・
高
山
暮
ら
し

と
家
具
の
祭
典
」
に
て
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
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ボ
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ピ
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ボ
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大学・短期大学部

▼
献
血
感
謝
状

大
学
・
短
期
大
学
部
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第
８
回

飛
騨
・
高
山
学
生

家
具
デ
ザ
イ
ン
大
賞
入
選
短期大学部
生活文化学科

ユニバーサルベンチ
「ザ・ジャパン」
アクソメ（立体）図

高山陣屋前のベンチ（はめ込み合成図）

聖
徳
大
学
音
楽
文
化
学
科

三
年
に
在
籍
中
の
小
島
愛
子

さ
ん（
器
楽
コ
ー
ス
打
楽
器

専
攻
）、
茅
場
理
恵
子
さ
ん

（
器
楽
コ
ー
ス
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
専
攻
）の
二
名
が
、
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
し
、
演

奏
会
へ
出
演
し
ま
し
た
。

・
小
島
愛
子
さ
ん

六
月
に
開
催
さ
れ
た
東
京

国
際
芸
術
協
会
の
主
催
す
る

第
二
十
六
回
新
人
演
奏
会

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
マ
リ
ン

バ
を
演
奏
し
、
八
十
一
名
の

参
加
者
の
う
ち
、
見
事
十
九

名
の
合
格
者
の
ひ
と
り
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
演
奏
会
は
十

月
二
十
一
日（
火
）、
日
暮
里

サ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

・
茅
場
理
恵
子
さ
ん
　

茨
城
県
芸
術
祭
県
民
コ
ン

サ
ー
ト
の
出
演
者
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
ア
ル
ト
サ
ク
ソ
フ

ォ
ン
で
参
加
し
、
合
格
さ
れ

ま
し
た
。
十
一
月
八
日（
土
）

に
つ
く
ば
市
ノ
バ
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た「
二
〇
〇
三
茨
城

県
芸
術
祭
」（
主
催：

茨
城
県
、

茨
城
県
教
育
委
員
会
、
茨
城

県
教
育
財
団
ほ
か
）に
出
演

し
、
モ
ー
リ
ス
作
曲「
プ
ロ

ヴ
ァ
ン
ス
の
風
景
」を
演
奏

し
ま
し
た
。

今
後
も
多
く
の
学
生
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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小
島
愛
子
さ
ん
、

茅
場
理
恵
子
さ
ん

演
奏
会
に
出
演

音楽文化学科

七
月
に
開
催
さ
れ
た
第
八

回
飛
騨
・
高
山
学
生
家
具
デ

ザ
イ
ン
大
賞
（
二
〇
〇
三
飛

騨
高
山
暮
ら
し
と
家
具
の
祭

典
実
行
委
員
会
・
（
協
）飛
騨

木
工
連
合
会
主
催
）に
お
い

て
、
短
期
大
学
部
生
活
文
化

学
科
二
年
　
荒
井
亨
菜
さ

ん
、
伊
藤
美
奈
さ
ん
、
鈴
木

美
佑
貴
さ
ん
、
前
原
え
り
さ

ん
の
四
名
が
出
展
し
た
作

品
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ベ
ン
チ

「
ザ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
が
見
事
入

選
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

高
さ
の
床
座
が
合
わ
さ
っ
た

こ
の
作
品（
右
・
下
図
）は
、
伝

統
的
な
日
本
の
違
い
棚
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

ま
し
た
。
飛
騨
高
山
の
町
並

み
に
ふ
さ
わ
し
い「
バ
リ
ア
フ

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽
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去
る
十
月
四
日（
土
）に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
児
童
学
科
・

児
童
学
科
夜
間
主
・
保
育
科

Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
二
年
生
に
よ
る

第
三
十
九
回
保
育
表
現
研
究

発
表
会
も
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
来
場
者

は
、
一
般
の
お
客
様
や
先
生

方
で
約
六
百
名
を
数
え
、
千

名
を
越
す
一
年
生
は
、
午
前

と
午
後
と
に
分
け
て
見
学
を

し
、
立
見
が
出
る
ほ
ど
大
盛

況
で
、
体
育
館
を
一
杯
に
埋

め
尽
く
し
ま
し
た
。
児
童
学

科
の
定
員
が
増
加
す
る
な

か
、
一
般
の
方
へ
の
座
席
の

確
保
が
毎
年
困
難
で
あ
り
、

様
々
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
演
技

者
一
人
ひ
と
り
の
勇
姿
を
優

し
く
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
、
彼
女
達
の
演
技
に

一
段
と
磨
き
を
か
け
、
会
場

内
が
一
体
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
若
さ

溢
れ
る
パ
ワ
ー
こ
そ
が
、
こ

の
会
に
懸
け
る
彼
女
達
の

「
意
気
込
み
」を
証
明
し
、
本

当
に
素
晴
ら
し
い
晴
れ
舞
台

と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
輝
か
し
い
彼
女
達

の
舞
台
の
影
に
は
、
日
夜
の

練
習
と
、
涙
ぐ
ま
し
い
苦
労

と
努
力
が
あ
り
、
そ
れ
は
遡

る
こ
と
一
年
次
か
ら
準
備
が

始
ま
り
ま
す
。
一
つ
の
作
品

を
完
成
す
る
に
あ
た
り
、
ク

ラ
ス
内
の
一
致
団
結
、
協
力

が
な
く
て
は
前
進
で
き
ま
せ

ん
。
時
に
は
ク
ラ
ス
内
で
の

意
見
の
衝
突
が
あ
り
、
何
度

も
涙
を
ぬ
ぐ
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
本
番
を
迎
え
る
ま
で

に
は
、
一
山
も
二
山
も
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
彼
女
達

の
心
の
成
長
は
は
か
り
し
れ

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
秋

が
近
づ
く
と
、
各
教
室
や
、

体
育
実
技
室
等
で
、
必
死
に

ダ
ン
ス
を
練
習
し
て
い
る
光

景
が
、
い
ま
や
こ
の
時
期
の

名
物
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
得
た
頑
張
り
と

経
験
を
、
近
い
将
来
教
育
者

と
し
て
巣
立
つ
た
め
の
糧
と

し
て
、
彼
女
達
は
き
っ
と
立

派
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
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第
３９
回

保
育
表
現
研
究
発
表
会
を

終
え
て

英
米
文
化
学
科
四
年
の
服

部
恵
子
さ
ん
が
旅
行
業
界
で

活
躍
す
る
た
め
に
は
絶
対
必

要
な
国
家
資
格
、
全
国
合
格

率
十
三
・
六
％
の
難
関
試
験

に
見
事
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

試
験
科
目
は
旅
行
業
法
、
旅

行
業
約
款
、国
内
地
理
、海
外

地
理
、海
外
運
賃
、出
入
国
法

令
・
実
務
、
英
語
等
々
で
す
。

服
部
恵
子
さ
ん
か
ら
の
喜

び
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届
け

し
ま
す
。

二
〇
〇
三
年
十
一
月
二
十

六
日「
一
般
旅
行
業
務
取
扱

主
任
者
」の
合
格
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
真
の
就

職
活
動
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
二
年
の
時
、
旅
行
業

界
へ
進
む
た
め
に
何
か
し
な

け
れ
ば
と
思
い
、
旅
行
関
連

の
最
高
の
資
格
を
取
得
し
よ

う
と
決
意
し
ま
し
た
。
夢
で

あ
っ
た
海
外
旅
行
企
画
、
添

乗
員
に
な
る
た
め
に
は
絶
対

必
要
な
資
格
な
の
で
不
安
は

あ
り
ま
し
た
が
猛
勉
強
し
ま

し
た
。
国
内
旅
行
主
任
者
は

三
年
次
に
合
格
、
そ
の
後
は

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
磨
き
を
か
け

な
が
ら
旅
行
業
界
へ
の
就
職

活
動
に
全
力
を
注
ぎ
、
悪
戦

苦
闘
の
末
七
月
に
内
定
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
内
定
後
は
一
般
旅
行
主

任
者
合
格
に
向
け
毎
日
八
時

間
以
上
勉
強
し
ま
し
た
。
自

分
の
た
め
に「
絶
対
合
格
す

る
ゾ
！
」と
い
う
強
い
意
志

を
持
っ
て
臨
め
ば
何
事
も
可

能
だ
と
思
い
ま
す
。
合
格
証

書
を
手
に
し
た
時
の
喜
び
は

言
葉
で
は
言
い
表
せ
ま
せ

ん
。
た
だ
た
だ
涙
で
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

合
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
家
族
、
友
人
の
励
ま

し
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
の
皆

さ
ん
の
指
導
の
お
か
げ
だ
と

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
の
人
生
で
一
番
充
実

し
た
二
年
間
で
し
た
。

「
夢
は
叶
う
も
の
で
な
く
、

叶
え
る
も
の
だ
！
」後
輩
の

皆
さ
ん
も
強
い
意
志
と
地
道

な
努
力
を
以
っ
て
す
れ
ば
夢

を
叶
え
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
夢
実
現
に
向
け
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
室

だ
よ
り

国
家
試
験
「
一
般
旅
行
主
任
者
、
国
内
旅
行
主
任
者
試
験
」
Ｗ
合
格

児童学科
保育科

聖
徳
大
学
大
学
院
臨
床
心
理

学
研
究
科
臨
床
心
理
学
専
攻

【
博
士
前
期
・
後
期
課
程
】

従
来
の
児
童
学
研
究
科
で

行
な
っ
て
き
た
臨
床
心
理
学

の
研
究
推
進
と
実
践
家
の
育

成
を
分
離
独
立
し
、「
子
ど

も
」か
ら「
お
と
な
」ま
で
す

べ
て
の
年
齢
層
を
対
象
と
し

た
心
の
問
題
の
専
門
家
を
養

成
す
る
と
共
に
、
よ
り
高
度

な
実
践
・
研
究
能
力
を
発
揮

し
う
る
人
材
育
成
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

聖
徳
大
学
大
学
院
音
楽
文

化
研
究
科
音
楽
専
攻
【
博

士
後
期
課
程
】

日
本
で
初
め
て
音
楽
療
法

を
学
べ
る
大
学
院
と
し
て
一

昨
年
開
設
し
た
音
楽
文
化
研

究
科（
修
士
課
程
音
楽
表
現
専

攻
・
音
楽
教
育
専
攻
）に
新
た

に「
博
士
課
程
」を
開
設
し
、

こ
の
博
士
後
期
課
程
で
は
従

来
の
二
専
攻
を「
音
楽
専
攻
」

の
一
専
攻
に
統
合
し
、
一
層

高
度
な
専
門
職
業
人
や
研
究

者
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
総

合
文
化
学
科

従
来
の
生
活
文
化
学
科
と

文
学
科
の
各
分
野
を
再
編

し
、
四
つ
の
エ
リ
ア
十
二
の

ブ
ラ
ン
チ（
科
目
群
）か
ら
構

成
さ
れ
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な

履
修
シ
ス
テ
ム
を
特
長
と
し

て
い
ま
す
。
多
様
な
学
習
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
社
会
人
の
履

修
も
可
能
な
た
め
、
社
会
に

開
か
れ
た
短
期
大
学
と
し
て

期
待
さ
れ
ま
す
。

大
学
・
短
期
大
学
の
教
学
改
革

■
平
成
十
六
年
四
月
開
設

●
聖
徳
大
学
大
学
院
臨
床
心
理
学
研
究
科

臨
床
心
理
学
専
攻【
博
士
前
期・
後
期
課
程
】

●
聖
徳
大
学
大
学
院
音
楽
文
化
研
究
科

音
楽
専
攻
【
博
士
後
期
課
程
】

●
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
総
合
文
化
学
科

平
成
十
年
に
聖
徳
大
学

が
初
め
て
大
学
院
研
究
科

を
開
設
し
て
以
来
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
教
学
改

革
の
一
環
と
し
て
の
研
究

科
設
置
は
、
昨
年
春
に
本
学

初
の
博
士
号（
児
童
学
）授
与

に
よ
り
発
展
期
か
ら
充
実

期
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
本
学
は
こ
の
高
度
専
門

教
育
拠
点
の
整
備
を
今
後

も
一
段
と
推
進
し
、
平
成
十

六
年
度
も
ま
た
新
た
な
研

究
科
を
開
設
し
ま
す
。

◆
◆
◆
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今
年
の
聖
徳
祭
は
、
学
事

日
程
の
関
係
で
例
年
よ
り
一

週
間
遅
く
、
十
一
月
十
五
・

十
六
日
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
聖
徳
学
園
創
立

七
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年

に
重
な
り
、
ク
リ
ス
タ
ル
ホ

ー
ル
で
は
、「
本
学
所
蔵
品

に
よ
る
藤
田
嗣
治
展
」が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
初
め
て「
先
生
方
の
作

品
展
」を
開
催
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
大
変

好
評
だ
っ

た
た
め
、
今

年
も
利
根

山
光
人
記

念
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
て

十
二
月
三

日
ま
で
実

施
し
先
生

方
の
別
な

一
面
を
見

せ
て
い
た

だ
き
ま
し

た
。ご

存
知

の
と
お
り
、

学
園
祭
は

学
友
会
が

中
心
と
な

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

ロ
ス
・
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス

（
九
月
十
四
日
〜
十
八
日
）

一
七
八
一
年
に
ス
ペ
イ
ン

人
が
作
っ
た
街
、
ロ
ス
・
ア

ン
ヘ
ル
ス（
ス
ペ
イ
ン
語
で

天
使
た
ち
）は
現
在
、
縦
横

に
走
る
ハ
イ
ウ
エ
イ
と
林
立

す
る
ビ
ル
群
そ
し
て
洗
練
さ

れ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア

と
な
っ
て
い
ま
す
。
映
画
・

音
楽
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

の
分
野
で
最
先
端
を
ゆ
く
街

の
パ
ワ
ー
と
そ
こ
で
活
躍
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ス
ン
か

ら
学
生
達
は
教
室
で
は
学
べ

な
い
強
烈
な
ア
メ
リ
カ
を
学

び
ま
し
た
。
ま
た
、
街
を
走

る
車
の
四
十
％
が
日
本
車

で
、
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム

は
今
や
レ
ク
サ
ス（
ト
ヨ
タ

の
高
級
車
）に
乗
る
こ
と
と

知
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
社
会
を

支
え
る
日
本
の
製
造
業
の
実

力
や
、
製
造
業
に
国
境
が
な

い
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
メ
リ
カ
人
の
八
十
％

が
共
働
き
で
女
性
が
働
く
こ

と
が
当
然
と
な
っ
て
い
る
社

会
が
ま
も
な
く
日
本
で
当
た

り
前
に
な
る
こ
と
を
実
感
し

た
日
々
と
な
り
ま
し
た
。

ラ
ス
ベ
ガ
ス

（
九
月
十
八
日
〜
二
十
日
）

賭
博
の
街
と
イ
メ
ー
ジ
す

る
日
本
人
が
多
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
ほ

ど
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の

原
点
と
し
て
興
味
深
い
所
は

な
い
の
で
す
。
ネ
バ
ダ
州
の

砂
漠
の
中
に
出
来
た
こ
の
街

は
当
時
、
フ
ー
バ
ー
ダ
ム
の

労
働
者
の
憩
い
の
場
と
し
て

栄
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

現
在
は
巨
大
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ

ン
と
し
て
家
族
で
楽
し
め
、

二
十
四
時
間
お
金
を
稼
ぐ
街

に
変
身
し
ま
し

た
。
な
に
も
な
い

砂
漠
に
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
街
は
四

百
万
人
の
人
が
住

み
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
活
躍
の

場
と
も
な
っ
た
の

で
す
。
世
界
一
の

売
り
上
げ
を
誇
る

ウ
オ
ー
ル
マ
ー
ト

に
つ
い
て
事
前
に

勉
強
し
た
学
生
に

と
っ
て
も
実
際
の

店
内
で
の
視
察
は
驚
き
の
連

続
で
し
た
。
年
間
四
十
兆
円

を
売
り
上
げ
、
百
四
十
万
人

の
従
業
員
を
抱
え
、「every

day
low
price

」の
経
営
戦

略
は
学
生
た
ち
に
と
っ
て
四

十
年
で
世
界
一
の
企
業
に
な

っ
た
経
営
哲
学
の
重
要
性
を

改
め
て
感
じ
、
勝
つ
た
め
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
原
点
を
学
び
ま

し
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

（
九
月
二
十
日
〜
二
十
四
日
）

霧
の
街
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
起
伏
に
富
ん
だ

街
を
ベ
ル
を
鳴
ら
し
な
が
ら

行
き
交
う
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

や
、
七
十
年
以
上
前
に
造
ら

れ
た
朱
色
の
吊
り
橋
ゴ
ー
ル

デ
ン
ゲ
イ
ト
・
ブ
リ
ッ
ジ
を

学
生
た
ち
は
ス
ニ
ー
カ
ー
で

じ
か
に
体
験
し
ま
さ
し
く
街

と
と
け
込
ん
だ
時
間
で
し

た
。
ま
た
、
私
立
大
学
の
雄

と
し
て
名
高
い
ス
タ
ン
フ
ォ

ー
ド
大
学
で
は
世
界
中
か
ら

集
ま
る
優
秀
な
頭
脳
の
研
究

が
学
生
七
人
に
対
し
先
生
一

人
と
い
う

体
制
で
行

わ
れ
、
多

く
の
学
生

の
起
業
家

を
生
ん
だ

大
学
の
シ

ス
テ
ム
も

知
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。

シ
リ
コ

ン
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ

ー
の
心
臓

部
）
か
ら

と
っ
た
地

名
の
シ
リ

コ
ン
バ
レ

ー
で
は
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
よ
っ

て
今
日
の
繁
栄
を
作
り
上
げ

た
こ
と
や
、
現
在
世
界
一
の

ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
四
百

社
が
ア
メ
リ
カ
経
済
を
牽
引

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て

い
る
実
態
を
間
近
に
み
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

帰
国
し
て

今
回
の
研
修
は
事
前
研

修
と
し
て
多
く
の
こ
と
を

学
ん
で
準
備
を
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
、
日
系
人

た
ち
の
苦
難
の
道
の
り
、
西

部
開
拓
史
か
ら
銀
行
の
誕

生
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
成

功
者
達
、
そ
し
て
何
よ
り
現

地
で
活
躍
し
て
い
る
女
性

起
業
家
や
終
戦
直
後
に
ア

メ
リ
カ
に
渡
っ
た
日
本
人

女
性
、
そ
し
て
大
学
を
卒
業

し
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
に
い

る
若
い
日
系
の
女
性
に
講

義
を
し
て
頂
き
貴
重
な
体

験
を
お
聞
き
で
き
た
こ
と

は
学
生
た
ち
の
人
生
を
少

な
か
ら
ず
変
え
た
と
思
え

る
旅
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

り
、
実
行
委
員
と
と
も
に
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
し
た

が
、
学
内
で
は
、
こ
の
時
期

Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
の
為
の
本
審
査

や
推
薦
入
試
が
行
わ
れ
た

り
、
十
二
月
六
日
に
行
わ
れ

る
七
十
周
年
記
念
式
典
の
準

備
に
向
け
て
慌
し
い
日
々
が

過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
か
、
二
日
間
と

も
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
素
晴

ら
し
い
秋
空
の
も
と
で
日
頃

の
活
動
成
果
を
発
表
し
て
い

ま
し
た
。

最
近
、
学
園
祭
の
低
迷
が

叫
ば
れ
る
中
、
こ
う
い
っ
た

学
生
た
ち
の
様
子
を
見
て
い

る
と
、
本
当
に
生
き
生
き
と

活
動
し
て
い
ま
し
た
し
、
先

生
方
も
学
生
の
中
に
入
っ
て

い
た
だ
き
一
緒
に
頑
張
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
集
団

活
動
が
今
後
の
学
生
生
活
に

役
立
つ
こ
と
を
願
い
つ
つ
…
。
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期
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部

大
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部
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部
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利根山光人記念ギャラリー「聖徳学園　先生方の作品展」

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｎ
プ
ラ
ザ
に
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（１２日間）米国西海岸

ハ
リ
ウ
ッ
ド
ボ
ー
ル
で（
ロ
ス
・
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
）

ウエルスファーゴ銀行（ロス・アンジェルス）

日系女性起業家テルコ・ワインズーグ氏と対談（ロス・アンジェルス）
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幼児教育専門学校

だよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだより

専
門
学
校
で
は
、
一
年
生

の
行
事
と
し
て
三
田
幼
稚
園

と
の
合
同
に
よ
る「
聖
徳
に

こ
に
こ
ま
つ
り
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
学
生
が
子
ど
も

達
に
喜
ば
れ
る
よ
う
に
と
工

夫
し
た「
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
」

や
、
入
学
し
て
か
ら
の
授
業

の
成
果
を
発
表
す
る「
児
童

文
化
研
究
発
表
会
」は
、
保

護
者
の
方
々
と
子
ど
も
達
の

心
を
掴
ん
だ
様
子
で
し
た
。

ま
た
同
時
に「
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
」も
多
く
の
受
験

希
望
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
大
盛
況
の
う
ち
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
」で
は

魚
釣
り
ゲ
ー
ム
な
ど
が
催
さ

れ
ま
し
た
。
ど
の
催
し
物
も

子
ど
も
た
ち
が
大
勢
集
ま

り
、
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

と
接
す
る
学
生
の
姿
は
と
て

も
前
向
き
で
、
先
生
に
な
っ

た
学
生
の
未
来
の
姿
を
見
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

「
児
童
文
化
研
究
発
表
会
」

で
は
、
人
形
劇
や
紙
芝
居
の

他
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
折

り
紙
の
発
表
な
ど
も
行
い
ま

し
た
。
作
品
は
ど
れ
も
楽
し

い
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
て
、

子
ど
も
達
だ
け
で
な
く
、
ご

父
兄
、
学
校
見
学
に
来
た

方
々
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

普
段
、
子
ど
も
達
と
ふ
れ

あ
う
機
会
の
少
な
い
学
生
に

と
っ
て
、
こ
の「
聖
徳
に
こ

に
こ
ま
つ
り
」は
将
来
の
た

め
の
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
経
験

を
生
か
し
、
自
分
の
理
想
の

先
生
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
就
職

状
況
が
続
く
中
、本
校
で
は
、

就
職
率
100
％
を
達
成
し
て
い

ま
す
。
幼
稚
園
44.6
％
、
保
育

所
42.6
％
、
児
童
福
祉
施
設
な

ど
へ
は
8.7
％
、
ま
た
4.1
％
が

大
学
三
年
次
編
入
な
ど
、
進

学
の
道
へ
と
、
免
許
状
・
資

格
を
生
か
し
て
希
望
ど
お
り

の
道
へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。

（
平
成
十
五
年
三
月
実
績
）

今
年
度
の
就
職
活
動
も
就

職
率
100
％
達
成
を
目
指
し
て

奮
闘
中
で
す
。

一
年
生
の
後
期
授
業
よ
り

開
始
さ
れ
た
「
公
立
幼
稚

園
・
保
育
園
公
務
員
試
験
対

策
講
座
」受
講
生
か
ら
、
公

務
員
合
格
の
嬉
し
い
通
知
が

届
い
て
い
ま
す
。

講
座
は
、
ま
ず
心
構
え
や

倍
率
な
ど
、
基
本
的
な
こ
と

が
ら
の
説
明
が
あ
り
、
そ
れ

か
ら
問
題
集
の
解
説
や
解
き

方
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
！

で
す
か
ら
、
必
ず
予
習
し
て

か
ら
講
座
に
臨
む
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
終
わ
っ
た
あ
と
先

生
に
聞
き
、
そ
の
ま
ま
わ
か

ら
な
い
で
終
わ
り
に
し
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。こ
の
講
座

（
週
一
回
）を
き
っ
か
け
に
、少

し
ず
つ
勉
強
を
続
け
た
こ
と

が
本
番
で
自
信
へ
と
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。自
分
自
身
の

や
る
気
が
あ
れ
ば
、
先
生
方

も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
強
い
意
志
を
持
っ

て
望
む
こ
と
が
何
よ
り
も
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。改
め
て
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
先
生

方
へ
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
二
年
次
・
三
年
次

と
二
回「
公
務
員
講
座
」を
受

講
し
ま
し
た
。私
の
第
一
志
望

は
、
入
学
当
初
よ
り
公
立
保

育
園
だ
っ
た
の
で「
な
ら
ば

受
け
て
み
よ
う
か
な
」と
思

っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
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就
職
活
動
　
奮
闘
記

十
一
月
三
日（
祝
・
月
）

合格者紹介

保育科第二部三年

東
京
都
公
立
保
育
士
採
用
試
験

開
米
　
香
織
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木
々
の
葉
も
色
づ
き
始

め
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
た
十

月
二
十
五
日
。「
第
十
八
回

聖
徳
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
聖
徳
祭
」は「
舞
台
発
表
」

を
は
じ
め
と
し「
展
示
発
表
」

と「
後
援
会
の
催
し
」の
三
つ

の
柱
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

「
舞
台
」で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
年
が
発
達
段
階
に
応
じ

た
、
す
ば
ら
し
い
発
表
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

初
め
て
聖
徳
祭
で
発
表
す

る
一
年
生
。
リ
ズ
ム
劇「
か

っ
ぱ
う
た
ろ
う
」を
歌
っ
た

り
踊
っ
た
り
し
て
い
る
姿
は

と
て
も
か
わ
い
ら
し
か
っ
た

で
す
。
二
年
生
は
劇「
も
も

太
郎
」。
三
年
生
は
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
劇
「
三
年
と
う

げ
」。
四
年
生
は
笑
劇「
ど
ろ

ぼ
う
学
校
」。
五
年
生
は
創

作
劇「
空
よ
り
高
く
」。
そ
し

て
、
六
年
生
は「
ア
ル
ル
の

女
」を
演
奏
し
ま
し
た
。
小

学
校
最
後
の「
聖
徳
祭
」を
飾

る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
す
ば
ら

し
い
演
奏
で
し
た
。

ま
た
、
各
学
年
の
発
表
以

外
に
も
六
年
生
の
代
表
児
童

が
行
う「
礼
法
発
表
」や
、
お

母
様
方
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、

「
心
の
ふ

る
さ
と
」の

発
表
も
あ

り
、
会
場

を
和
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
毎
年
恒
例
の

「
全
校
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
輝
け

聖
徳
」で
す
。
今
年
度
は「
聖

徳
学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

式
典
」に
向
け
て
、
今
ま
で

以
上
に
力
が
入
り
ま
し
た
。

一
、
二
年
生
に
よ
る
、
附
属

小
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
の
自

然
表
現
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
に
な
り
き
り
、
と
て
も
楽

し
そ
う
に
演
じ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
全
校
で
心
を
合

わ
せ
て
歌
う
歌
声
は
、
体
育

館
い
っ
ぱ
い
に
響
い
て
い

て
、
聞
い
て
い
る
人
達
を
感

動
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

毎
年
六
年
生
が
十
六
枚
の
パ

ネ
ル
で
作
り
上
げ
る「
和
」の

文
字
…
お
客
様
か
ら
の
大
き

な
拍
手
に
子
ど
も
達
も
満
足

し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

保
護
者
の
方
か
ら
次
の
よ

う
な
温
か
い
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

・
先
生
方
と
全
児
童
で
一
つ

の
目
標
に
向
か
っ
て
作

り
上
げ
て
い
く
達
成
感

を
味
わ
う
事
は
、
貴
重
な

経
験
で
あ
り
、
財
産
と
な

っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

・
六
年
生
の
発
表
は
六
年
間

の
集
大
成
で
一
朝
一
夕

で
な
し
と
げ
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
と
感
じ
ら

れ
、
格
別
で
し
た
。

子
ど
も
達
の
が
ん
ば
り
、

そ
し
て
実
行
委
員
の
方
を
中

心
に
保
護
者
の
方
々
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ

っ
て「
聖
徳
祭
」が
大
成
功
し

ま
し
た
。
学
校
、
家
庭
と
の

”和
の
心
“も
つ
な
が
っ
た「
聖

徳
祭
」に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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創
立
以
来
ず
っ
と
行
な
わ

れ
て
い
る
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
が
、
昨
年
か
ら
聖

徳
祭
の
時
に
で
は
な
く
独
立

し
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
で
は
な
く
、
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
と
い
う
と
こ
ろ
に
我

が
校
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
生
徒
に

英
語
を
発
表
す
る
機
会
を
与

え
た
い
と
い
う
主
旨
で
、
今

年
も
予
選
ま
で
は
全
校
生
徒

が
参
加
し
ま
し
た
。

中
学
生
はShort

Play

を

発
表
し
、
一
年
生
は
英
語
学

習
半
年
と
は
思
え
な
い
発
表

力
と
、
英
語
を
楽
し
ん
で
話

し
て
い
る
様
子
に
こ
れ
か
ら

の
成
長
が
大
い
に
期
待
で
き

ま
し
た
。
二
年
生
は
ク
ラ
ス

に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
セ
リ
フ

を
変
え
る
な
ど
工
夫
を
こ
ら

し
ま
し
た
。
英
語
表
現
力
を

高
め
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
試

み
が
見
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
の

指
導
の
良
い
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
三
年
生
は
さ
す
が
上

級
生
だ
と
思
わ
せ
る
ネ
イ
テ

ィ
ブ
の
様
な
発
音
に
、
保
護

者
の
方
か
ら
も
賞
讃
の
声
を

頂
き
ま
し
た
。
高
校
生
は
、

夏
休
み
の
課
題
と
し
て
暗
唱

と
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
内
容
は
聖
徳
祭
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
環
境
」
に
つ
い

て
で
し
た
。
日
頃
の
学
習
成

果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
素

晴
ら
し
い
英
語
を
聞
か
せ
、

「
今
の
高
校
生
が
こ
ん
な
に

上
手
に
話
す
な
ん
て
」
と
驚

く
保
護
者
に
嬉
し
い
思
い
を

し
て
終
了
し
ま
し
た
。

保
育
者
と
し
て
の
資

質
に
重
要
な
グ
ル
ー
プ
活

動
。
一
年
生
十
一
月
の

「
児
童
文
化
研
究
発
表

会
」、
二
年
生
十
月
の「
保

育
表
現
研
究
発
表
会
」そ

し
て
、
Ⅰ
部
二
年
生
・

Ⅱ
部
三
年
生
一
月
の

「
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表

会
」（
短
大
部
保
育
科
Ⅱ

部
生
と
合
同
）の
三
つ

の
グ
ル
ー
プ
活
動
が

段
階
的
に

行
な
わ
れ

将
来
の
保

育
者
と
し
て

「
実
力
あ
る

先
生
」へ
と

成
長
し
て
い

き
ま
す
。

こ
の
発
表

は
、
大
学
の

卒
業
論
文
に

あ
た
る
も
の

で
ク
ラ
ス
ご

と
に
い
く
つ

か
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ

て
希
望
の
研

究
領
域
を
選

び
、
担
当
教
員
の
指
導
に

よ
っ
て
研
究
・
発
表
し
ま

す
。
学
生
本
人
の
専
門
領

域
・
得
意
分
野
に
な
る
わ

け
で
す
。
そ
し
て
作
成
さ

れ
た
論
文
は
、
公
開
発
表

後
、
製
本
さ
れ
て
本
校
図

書
館
に
保
存
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
発
表
会
で
優

秀
な
グ
ル
ー
プ
は
、
毎
年

二
月
に
行
わ
れ
る
全
国

保
育
士
養
成
協
議
会
学

生
研
究
発
表
会
に
出
場

し
て
お
り
ま
す
。
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全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走

大
会
の
茨
城
県
予
選
会
が
、

去
る
十
月
二
十
一
日（
火
）・

午
前
十
一
時
、
ひ
た
ち
な
か

市
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト

地
点
と
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
校
駅
伝
部
は
見
事
に

優
勝
の
栄
冠
を
得
て
、
四
年

ぶ
り
五
度
目
の「
全
国
高
等

学
校
駅
伝
競
走
大
会
」へ
の

出
場
を
決
め
ま
し
た
。
全
国

大
会
は
、
平
成
十
五
年
十
二

月
二
十
一
日（
日
）・
午
前
十

時
二
十
分
に
京
都
の
西
京
極

陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
以
降
、
駅
伝
部
顧
問
の

小
川
教
諭
の
言
葉
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

「
現い

在ま

で
こ
そ
、
大
橋
教
諭

と
分
担
し
な
が
ら「
陸
上
競

技
部
」と「
駅
伝
部
」の
指
導

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
平

成
十
二
年
の
十
月
に
、突
然
、

駅
伝
部
を
預
か
る
こ
と
に
な

っ
た
時
に
は
、
陸
上
競
技
部

と「
二
束
の
わ
ら
じ
」で
の
指

導
で
し
た
。
そ
の
年
の
茨
城

県
高
校
駅
伝
ま
で
は
一
ヶ
月

し
か
な
く
、
生
徒
に
と
っ
て

は
不
安
の
中
で
の
大
会
と
な

っ
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
で
も

二
区
で
は
ト
ッ
プ
に
立
ち
ま

し
た
が
、
最
終
的
な
成
績
は

二
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。
平

成
十
三
・
十
四
年
度
も
一
時

ト
ッ
プ
に
立
ち
な
が
ら
、
三

年
連
続
二
位
で
し
た
。
今
年

は
一
区
で
は
ト
ッ
プ
と
十
二

秒
差
で
三
位
、
二
区
で
は
二

位
、
そ
し
て
三
区
で
は
一
気

に
追
い
つ
き
先
頭
に
た
ち

二
十
八
秒
の
差
を
つ
け
区
間

賞
も
と
り
ま
し
た
。
こ
の
時

に
優
勝
を
意
識
し
ま
し
た
。

四
区
で
は
十
八
秒
差
に
つ
め

ら
れ
た
も
の
の
、
ト
ッ
プ
で

五
区
に
襷
を
渡
し
ま
し
た
。

五
区
は
現
在
絶
好
調
の
一
年

の
大
崎
千
聖
を
起
用
し
て
あ

り
ま
し
た
。
予
想
通
り
区
間

賞
も
と
り
二
位
に
五
十
五
秒

差
を
広
げ
て
の
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。

駅
伝
部
を
預
か
る
こ
と
に

な
る
ま
で
短
距
離
を
中
心
に

指
導
し
て
き
た
私
は
、
長
距

離
指
導
の
勉
強
を
す
る
た
め

に
、
当
時
の
積
水
化
学
の
小

出
監
督
の
指
導
を
見
学
す
る

た
め
に
、
佐
倉
ま
で
十
数
回

通
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
立

船
橋
高
校
や
那
須
拓
陽
高
校

（
三
井
住
友
海
上：

渋
井
選
手

の
母
校
）な
ど
の
各
県
の
優

勝
高
校
と
合
同
合
宿
を
行
い

少
し
ず
つ
で
す
が
強
く
な
り

ま
し
た
。
今
年
の
大
会
は
記

念
大
会
で
、
出
場
校
も
五
十

八
チ
ー
ム
と
多
く
な
り
ま
す

が
、
来
年
に
繋
が
る
レ
ー
ス

を
し
て
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。」

全
国
高
等
学
校

駅
伝
競
走
大
会

大会後の記念写真

つ
な
ぐ
”和
の
心
“

聖
徳
祭
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つ
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の
心
“

聖
徳
祭
！

つ
な
ぐ
”和
の
心
“

聖
徳
祭
！

つ
な
ぐ
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ぐ
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！
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ぐ
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聖
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ぐ
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聖
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つ
な
ぐ
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の
心
“

聖
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祭
！

つ
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ぐ
”和
の
心
“

聖
徳
祭
！

附
属小

学
校

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

二
区
か
ら
三
区
へ
の
た
す
き
リ
レ
ー
（
写
真
提
供
　
茨
城
新
聞
社
）

メンバー紹介 １区・高野紗妃　２区・皆藤良美
３区・高安わかな ４区・和田沙織　５区・大崎千聖

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

st
伝
統
の

「
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
」

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

―１０月２５日―

伝
統
の
グ
ル
ー
プ
活
動

第
４７
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

伝
統
の
グ
ル
ー
プ
活
動

第
４７
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

伝
統
の
グ
ル
ー
プ
活
動

第
４７
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

伝
統
の
グ
ル
ー
プ
活
動

第
４７
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

伝
統
の
グ
ル
ー
プ
活
動

第
４７
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

伝
統
の
グ
ル
ー
プ
活
動

第
４７
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

伝
統
の
グ
ル
ー
プ
活
動

第
４７
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

伝
統
の
グ
ル
ー
プ
活
動

第
４７
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

伝
統
の
グ
ル
ー
プ
活
動

第
４７
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

伝
統
の
グ
ル
ー
プ
活
動

第
４７
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

伝
統
の
グ
ル
ー
プ
活
動

第
４７
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

伝
統
の
グ
ル
ー
プ
活
動

第
４７
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

伝
統
の
グ
ル
ー
プ
活
動

第
４７
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

平
成
十
六
年
一
月
十
八
日（
日
）

於：

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

幼
児
教
育
専
門
学
校

、

出
場
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毎
年
、十
月
の
終
わ
り
に
、

子
ど
も
達
が
楽
し
み
に
し
て

い
る「
い
も
ほ
り
」が
行
わ
れ

ま
す
。
普
段
、
ス
ー
パ
ー
や

お
店
な
ど
で
買
う
事
が
あ
た

り
ま
え
の
子
ど
も
達
は
、
自

分
で
お
芋
を
掘
る
！
　
と
い

う
事
を
た
い
へ
ん
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
事
前
に
先
生

か
ら
、
お
芋
の
な
り
方
や
、

お
芋
に
ま
つ
わ
る
絵
本
を
読

み
聞
か
せ
し
て
も
ら
う
と
、

子
ど
も
達
の
わ
く
わ
く
度
は

最
高
潮
に
達
し
、「
こ
ー
ん

な
大
き
な

の
掘
れ
る

か
な
？
」

「
も
ぐ
ら
さ

ん
み
た
い

に
掘
る
ん

だ
！
」
と

意
欲
満
々

で
す
。

当
日
も
、
お
母
様
に
作
っ

て
い
た
だ
い
た「
い
も
袋
」を

大
切
に
持
っ
て
畑
に
入
り
、

一
人
二
株
ず
つ
掘
る
の
で
す

が
、「
お
芋
が
見
え
て
る
！
」

「
早
く
掘
り
た
い
！
」と
大
興

奮
で
す
。
掘
り
始
め
る
と

「
引
っ
ぱ
っ
た
ら
折
れ
ち
ゃ
っ

た
よ
ー
。」「
回
り
か
ら
優
し
く

掘
ら
な
き
ゃ
ね
。」「
虫
が
い

る
！
怖
い
ー
！
」と
様
々
な

様
子
で
、
教
師
も
手
伝
い
な

が
ら
、
手
や
顔
を
真
っ
黒
に

し
て
掘
り
進
め
ま
す
。
そ
し

て
収
穫
！「
こ
ん
な
の
掘
れ

た
よ
ー
！
」「
わ
ぁ
。
お
も
し
ろ

い
形
だ
！
」「
先
生
！
や
っ
た

よ
！
」と
、
ど
の
顔
も
満
面

の
微
笑
み
で
大
喜
び
で
す
。

自
分
の
手
で
掘
り
、
収
穫

す
る
喜
び
を
味
わ
う
と
い
う

幼
稚
園
で
は
、
各
学
期
に

一
回
、
年
に
三
回
の
割
合
で

保
育
参
観
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
一
学
期
は
、
入
園
進
級

当
初
の
姿
、
二
学
期
は
夏
休

み
や
運
動
会
な
ど
を
経
験

し
、
少
し
た
く
ま
し
く
な
っ

た
姿
、
そ
し
て
三
学
期
に
は

も
う
す
ぐ
卒
園
・
進
級
を
ひ

か
え
少
し
落
ち
着
い
た
姿
を

集
団
の
中
で
見
て
い
た
だ
い

た
り
、
保
護
者
の
方
に
も
時

に
は
一
緒
に
活
動
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま

す
。
今
回
二
学
期
の
保
育
参

観
を
行
な
う
に
あ
た
り
、
先

生
方
は「
考
え
て
み
よ
う
」と

い
う
主
題
の
も
と
に
、
各
ク

ラ
ス
で
様
々
な
目
標
を
た
て

て
指
導
案
を
作
り
、
保
護
者

の
方
に
も
活
動
の
経
過
が
わ

か
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
当

日
を
迎
え
ま
し
た
。
保
育
室

で
は
、
保
護
者
の
方
々
が
他

の
様
々
な
行
事
に
参
加
す
る

の
と
は
少
し
違
っ
た
表
情
で

我
が
子
の
様
子
を
見
る
中
、

子
ど
も
達
は
、
大
好
き
な
お

母
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
嬉
し

さ
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で
し

た
。
ま
た
、
保
育
参
観
後
に

は
、
保
護
者
の
方
に
保
育
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
更
な
る
保
育
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
幼

児
の
発
達
に
見
合
っ
た
活
動

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
幼
稚

園
の
教
育
方
針
や
保
育
内
容

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
◆
◆

毎
年
十
二
月
の
第
一
土
曜

日
に
作
品
展
が
行
わ
れ
ま

す
。
四
月
か
ら
子
ど
も
達
が

描
い
た
り
作
っ
た
り
し
た
造

形
を
中
心
に
展
示
し
て
保
護

者
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の
成
長

が
本
当
に
よ
く
分
か
る
行
事

で
も
あ
り
ま
す
。
保
育
の
中

で
経
験
し
た
こ
と
の
作
品
は

子
ど
も
達
に
と
っ
て
宝
物
で

す
。
私
た
ち
教
師
も
保
管
す

る
間
は
と
て
も
気
を
遣
い
ま

た
、
展
示
す
る
時
も
大
事
に

扱
い
ま
す
。
子
ど
も
達
に
は

そ
ん
な
気
持
ち
が
伝
わ
る
の

か
、
保
護
者
と
作
品
展
を
見

に
来
た
子
ど
も
達
は
誇
ら
し

げ
に
作
品
の
説
明
を
し
た
り
、

作
っ
て
い
る
様
子
な
ど
を
書

い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
読
み
、

保
護
者
の
方
々
か
ら
は
こ
ん

な
に
色
々
な
経
験
を
幼
稚
園

で
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
か

っ
た
で
す
、
と
い
う
お

話
も
聞
き
ま
す
。
牛
乳

パ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
・
空
き
箱
・
空
き
缶
な

ど
廃
材
を
利
用
し
た
り

広
告
紙
や
画
用
紙
、
折

り
紙
な
ど
様
々
な
教
材

を
使
う
中
で
工
夫
や
発

案
な
ど
子
ど
も
達
の
柔

軟
な
考
え
か
ら
ア
イ
デ

ア
が
飛
び
出
し
て
く
る

製
作
過
程
も
あ
り
ま

す
。
専
門
学
校
の
学
生

も
見
学
し
、
こ
れ
か
ら

の
参
考
に
し
て
い
る
姿
も
見

ら
れ
ま
す
。
今
年
度
、
三
田

幼
稚
園
は
行
事
の
関
係
で
一

月
十
七
日
に
作
品
展
が
行
わ

れ
ま
す
。
是
非
ご
来
場
い
た

だ
き
子
ど
も
達
の
作
品
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

線
の
多
摩
セ
ン
タ
ー
の
駅
な

ど
訪
問
さ
せ
て
頂
き
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
お
渡
し
し
た
り
、

仕
事
場
の
様
子
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
り
、
仕
事
の

内
容
を
説
明
し
て
頂
い
て
い

ま
す
。
警
察
署
で
は
パ
ト
カ
ー

や
白
バ
イ
に
乗
せ
て
頂
き
、

と
て
も
素
敵
な
思
い
出
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
を
訪
問
し
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
お
渡
し
す
る
時
に
は
相

手
の
方
の
目
を
見
て「
い
つ

も
僕
達
、
私
達
の
た
め
に
働

い
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。」と
大
き
な

声
で
ご
挨
拶
を
す
る
と
相
手

の
方
も
敬
礼
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
り
、
深
々
と
頭
を
さ
げ

て「
あ
り
が
と
う
」と
言
っ
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
子
ど
も
達

は
こ
の
や
り
と
り

の
中
で
感
謝
の
気

持
が
心
か
ら
湧
き

出
て
く
る
様
な
、

そ
ん
な
素
敵
な
笑

顔
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
日
頃
、
自
分

達
が
安
全
に
楽
し

く
生
活
出
来
る
こ

と
を
当
た
り
前
に

思
っ
て
い
る
子
ど

も
達
が
こ
の
機
会

を
通
し
て
自
分
達

の
生
活
が
ど
の
様

に
営
ま
れ
て
い
る

か
を
知
る
こ
と
が

出
来
た
り
、
改
め
て
感
謝
の

気
持
を
表
わ
す
こ
と
が
出
来

る
こ
の「
感
謝
の
集
い
」は
、

子
ど
も
達
の
心
に
残
る
貴
重

な
行
事
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

勤
労
感
謝
の
日
を
前
に
し

て「
感
謝
の
集
い
」と
称
し
て

毎
年
身
近
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
た
り
自
分
達
の
生
活
の

か
か
わ
り
の
中
で
色
々
と
働

い
て
い
る
方
々
、
そ
し
て
、

学
園
内
で
は
学
園
長
先
生
を

は
じ
め
と
し
て
自
分
達
の
た

め
に
安
全
に
楽
し
く
園
生
活

を
送
れ
る
様
に
配
慮
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
方
々
へ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
で
考
え
た

手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。警
察
署
、

消
防
署
、
小
田
急
線
、
京
王

幼
稚
園
で
は
、
年
二
回

学
期
末
に
個
別
面
談
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
担
任

は
、
一
人
ひ
と
り
の
幼
児

の
幼
稚
園
で
の
様
子
に
つ

い
て
保
護
者
に
伝
え
、
保

護
者
か
ら
は
家
庭
で
の
様

子
を
伺
い
、
共
に
幼
児
理

解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
お
り
ま
す
。
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
や
幼
児
の
発
達

記
録
を
活
用
し
た
個
人
行

動
記
録
を
基
に
話
を
進
め

ま
す
が
幼
児
の
発
達
し
た

面
や
努
力
し
た
面
を
認
め

て
評
価
を
し
、
気
に
な
る

点
に
つ
い
て
は
家
庭
の
協

力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。
時
に
は
、
面

談
を
機
会
に
心
理
面
の
発

達
に
つ
い
て
は
児
童
相
談

室
の
専
門
の
先
生
方
、
健

康
面
の
悩
み
に
つ
い
て
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方

に
も
相
談
の
依
頼
を
し
、

指
導
し
て
頂
く
場
合
も
あ

り
ま
す
。
面
談
は
、
一
人
十

五
分
間
と
い
う
限
ら
れ
た

時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
保

護
者
の
聞
き
取
り
を
通
し

て
、
幼
稚
園
が
提
供
し
て

い
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
対

し
て
満
足
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
か
、
ま
た
ど
の

よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る

の
か
情
報
を
得
る
機
会
で

も
あ
り
ま
す
。
得
た
情
報

に
つ
い
て
は
記
録
に
残
し

今
後
の
指
導
の
参
考
・
目
安

に
し
て
い
ま
す
。
特
に
園

全
体
に
関
わ
る
指
摘
事
項

に
つ
い
て
は
、
教
職
員
が

話
し
合
い
検
討
を
し
、
改

善
で
き
る
事
は
改
善
し
、

幼
児
達
の
よ
り
良
い
成
長

に
つ
な
が
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。

幼
児
達
の
生
活
が
実
り

多
い
も
の
に
す
る
た
め
に

も
、
今
後
も
家
庭
と
幼
稚

園
と
の
連
携
を
十
分
に
図

り
な
が
ら
幼
児
期
の
教
育

が
目
指
す
も
の
へ
の
理
解

を
深
め
て
望
ま
し
い
発
達

が
促
せ
る
よ
う
に
努
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
●
●
●

●

●

三
田
幼
稚
園

作
　
品
　
展

八
王
子

中
央
幼
稚
園

い
も
ほ
り

多
摩

中
央
幼
稚
園

「
感
謝
の
集
い
」を
通
し
て 貴

重
な
体
験
を
、
今
後
も
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

経
験
談
等
を
交
流
さ
せ
る
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
園
で

は
平
成
十
一
年
度
よ
り
年
間

八
〜
九
回
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
六
回
行
な
っ

て
お
り
一
回
の
参
加
者
の
平

均
は
約
十
七
組
で
す
。
内
容

は
基
本
的
に
園
庭
の
遊
具
や

砂
場
で
遊
ん
だ
り
縄
遊
び
や

鬼
ご
っ
こ
等
で
す
が
、
天
候

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
室
内
で
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
ゲ
ー
ム
あ
そ
び
等
に

変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
土
曜
日
と
い
う
こ
と
か

ら
父
親
が
参
加
す
る
こ
と
も

多
く
幼
児
た
ち
は
母
親
と
違

う
力
強
さ
や
頼
も
し
さ
を
感

「
地
域
に
開
か
れ
た
幼
稚

園
」と
し
て
実
施
し
て
い
る

こ
と
の
一
つ
と
し
て「
園
庭

開
放
」が
あ
り
ま
す
。
約
一

か
月
に
一
回
、
土
曜
日
の
午

前
中
の
二
時
間
、
園
庭
を
在

園
児
を
含
め
近
隣
の
未
就
園

児
や
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

開
放
し
、
先
生
を
交
え
て
気

軽
に
遊
び
な
が
ら
親
子
共
に

友
達
の
輪
を
広
げ
親
睦
を
深

め
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
未
就
園
児
に
は
友

達
の
存
在
に
気
づ
か
せ
た
り

幼
稚
園
に
慣
れ
て
い
た
だ
く

良
い
機
会
と
な
り
、
ま
た
保

護
者
の
方
に
は
幼
稚
園
を
理

解
し
た
り
子
育
て
に
関
す
る

じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
先
日

の
砂
場
遊
び
で
は
大
き
な
山

に
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
像
が
出

来
上
が
り
子
ど
も
も
大
人

も
大
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

時
に
は
男
性
の
感
覚
も
必

要
だ
と
痛
感
い
た
し
ま
し

た
が
、
こ
の
よ
う
に
参
加
者

の
中
か
ら
も
活
動
を
工
夫

し
た
り
雰
囲
気
を
高
め
て

く
だ
さ
る
方
も
増
え
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
こ
の
園
庭
開

放
の
活
動
が
少
し
で
も
地

域
の
方
の
子
育
て
支
援
に

繋
が
る
よ
う
更
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
◆
◆

附
属
幼
稚
園

「
園
庭
開
放
」…
…
地
域
に

開
か
れ
た
幼
稚
園
と
し
て

附
属
第
二
幼
稚
園

「
個
別
面
談
」

附
属
第
三
幼
稚
園

お
母
様
と
一
緒
に

幼
稚
園（
保
育
参
観
）

幼
稚
園
短
信 
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聖徳大学大学院（共学／昼・夜開講）

博
士
前
期
課
程 

臨床心理学 
研究科 ２月１日（日） 

２月２７日（金） 
２月２９日（日） 

１月１３日（火）～ 
１月２８日（水） 

博
士
後
期
課
程 

願書受付期間 研究科 

一般入試A 
社会人特別入試A 
私費留学生特別入試A 
内部推薦入試A

臨床心理学 
研究科 ３月２０日（土） ３月１日（月）～ 

３月１６日（火） 

一般入試B 
社会人特別入試B 
私費留学生特別入試B 
内部推薦入試B

臨床心理学 
研究科 

臨床心理学研究科 

２月１日（日） １月１３日（火）～ 
１月２２日（木） 

一般入試A 
社会人入試A 
内部推薦入試A

３月１日（月）～ 
３月１０日（水） 

一般入試B 
社会人入試B 
内部推薦入試B

児童学研究科 
言語文化研究科 
人間栄養学研究科 

２月２９日（日） 
２月９日（月）～ 
２月１９日（木） 

一般入試B 
社会人入試B 
内部推薦入試 

音楽文化研究科 

２月２７日（金） 
２月２９日（日） 

３月１９日（金） 
３月２０日（土） 
３月２０日（土） 

一般入試A 
社会人入試A 
内部推薦入試A

児童学研究科 
言語文化研究科 
人間栄養学研究科 
音楽文化研究科 

２月２９日（日） ２月９日（月）～ 
２月２５日（水） 

一般入試B 
社会人特別入試B 
私費留学生特別入試B 
内部推薦入試C

入試区分 対象 入試日 

聖徳大学大学院通信教育（共学）

通
信
教
育 

４月生Ａ日程（博士前期課程） １月５日（月）～１月２１日（水） 
１月２５日（日） 

４月生Ａ日程（博士後期課程） １月５日（月）～１月１６日（金） 
４月生Ｂ日程（博士前期課程） ２月２日（月）～３月  ３日（水） 

３月７日（日） 
４月生Ｂ日程（博士後期課程） ２月２日（月）～２月２７日（金） 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

聖徳大学人文学部編入学（女子）聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

内部推薦入試Ｃ 
一般入試Ｂ ２月２５日（水） ２月９日（月）～２月２１日（土） 

内部推薦入試Ｃ 
一般入試Ｂ 
社会人特別入試Ｂ 

２月２５日（水） ２月９日（月）～２月２１日（土） 
編
入
学 

専
攻
科 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

聖徳大学幼児教育専門学校（女子）

後期Ａ日程 １月  ８日（木） ～ １月２３日（金） 
１月２６日（月） ２月  ６日（金） 
２月  ９日（月） ２月２０日（金） 
２月２３日（月） ３月１２日（金） 

１月２４日（土） 
後期Ｂ日程 ～ ２月  ８日（日） 
後期Ｃ日程 ～ ２月２１日（土） 
後期Ｄ日程 ～ ３月１３日（土） 

後期Ａ日程 １月  ８日（木） ～ １月２３日（金） 
１月２６日（月） ２月  ６日（金） 
２月  ９日（月） ２月２０日（金） 
２月２３日（月） ３月１２日（金） 

１月２４日（土） 
後期Ｂ日程 ～ ２月  ８日（日） 
後期Ｃ日程 ～ ２月２１日（土） 
後期Ｄ日程 ～ ３月１３日（土） 

特
別
入
試 

・ 

推
薦
入
試 

一
般
入
試 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

聖徳大学附属聖徳中学校・聖徳高等学校（女子）

一般入試第二回 ２月８日（日） 

窓口での出願期間  
２月５日（木）～２月７日（土） 
郵送での出願期間  

１月３０日（金）～２月４日（水）必着 

中
学 

高校 一般入試 １月１８日（日） １月１３日（火）～１月１４日（水） 

入試日 願書受付期間 入試区分 

聖徳大学人文学部（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）

私費留学生特別入試Ｂ 
帰国子女特別入試Ｂ 
社会人特別入試Ｂ 

２月２日（月） １月１３日（火）～１月３０日（金） 

エリア入試（一般） １月１３日（火）～１月２７日（火） １月３１日（土） 
一般入試Ａ １月１３日（火）～１月３０日（金） ２月１日（日）～３日（火） 

一般入試B ２月９日（月）～２月２１日（土） ２月２４日（火）～２５日（水） 
一般入試C ２月２６日（木）～３月６日（土） ３月９日（火）～１０日（水） 

大
学
／
短
大 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

大学入試センター試験 １月１７日（土）～１８日（日） 

※試験日自由選択制（音楽文化学科を除く）

平成16年度　入試日程

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬550 TEL.047-365-1200（直通）FAX.047-331-7422（直通）

ホームページ http://www.seitoku.ac.jp/tsuushin/ Eメール tsuushin@seitoku.ac.jp
●お問い合わせ
聖徳大学通信教育部

聖徳大学通信教育部

●1月11日（日） ①10：30～ ②14：00～ 1127教室　
■当日受付1,500円

音楽療法特別講座　第4回
ワークショップ《高齢者の音楽療法》～音楽の使い方を中心に～
救世軍清瀬病院　　認定音楽療法士　　新倉　晶子

●2月8日（日） 14：00～ 1419教室　■当日受付1,500円
音楽療法特別講座　第5回
《日本の音楽と音楽療法》 聖徳大学助教授　村井　満恵

●3月7日（日） 14：00～ 1419教室　■当日受付1,500円
音楽療法特別講座　第6回
《健常者のための音楽療法》 聖徳大学教授　医学博士　村井 靖児

●1月11日（日） 15：00～ 奏楽堂　 ■入場無料
卒業生ジョイントコンサート（フルート・ピアノ・オルガン）

●3月19日（金）13：00～（予定）川並香順記念講堂 ■入場無料
聖徳大学音楽研究センター レッスン部門　発表会
パイプオルガン部門

●3月20日（土）） 13：00～（予定） 奏楽堂 ■入場無料
聖徳大学音楽研究センター レッスン部門　発表会
合唱・声楽部門

●3月21日（日） 10：30～（予定） 奏楽堂 ■入場無料
聖徳大学音楽研究センター レッスン部門　発表会
器楽部門・ハッピーミュージック部門

●3月27日（土） 奏楽堂　　　　　 ■入場無料
卒業生ジョイントコンサート（声楽・ピアノ・管楽器）

●3月28日（日） 15：00～ 奏楽堂　 ■入場無料
外山　純子ピアノリサイタル

聖徳大学附属中学校・高等学校（女子）

選抜入試Ａ日程午前 
選抜入試Ａ日程午後 １月  ９日（金） １月２０日（火） ～ １月１７日（土） 
選抜入試Ｂ日程午前 １月２２日（木） 
選抜入試Ｃ日程午後 １月  ９日（金） ２月１日（日） ～ １月３１日（土） 

普通科選抜入試第一回 １月２７日（火） 
普通科選抜入試第二回 １月２９日（木） １月２３日（金）・２４日（土） 
音楽科選抜入試 １月２７日（火）～２８日（水） 

普通科・音楽科 
推薦選考 １月１６日（金） １月１３日（火）・１４日（水） 

中
学 

高
校 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

聖徳は、あなたの「学びたい気持ち」を応援していきます。

■大学通信教育部人文学部
児童学科、英米文化学科、日本文化学科

■短期大学部通信教育部
保育科
大学・短大願書受付
平成16年1月20日（火）～5月10日（月）

■大学院児童学研究科
児童学専攻　通信教育／博士前期・後期課程

【平成16年4月生　入試日程】
●願書受付期間 A日程 平成16年1月 5日（月）～1月21日（水）

B日程 平成16年2月 2日（月）～3月 3日（水）
●選　考　日 A日程 平成16年1月25日（日）

B日程 平成15年3月 7日（日）
※博士後期課程の受付締切は別日程

♪♪♪ ♪♪♪

リサイタル・特別講座のお知らせ

シリーズコンサートスケジュール2004年1月

●1月8日（木）■18：15～ ウィーン・ヨハンシュトラウス管弦楽団
●1月9日（金）■16：00～ ■18：15～
卒業生送別オルガン・コンサート ①・②

●1月13日（火）■16：00～ ヨハン・シュトラウス・アンサンブル
●1月14日（水）■18：15～
ローマ・イタリア歌劇場オペラ「椿姫」

●1月16日（金）■13：00～ 映画鑑賞会『エトワール』
●1月19日（月）■18：15～
レニングラード国立歌劇場管弦楽団

●1月20日（火）■18：15～ レニングラード・バレエ①
●1月21日（水）■18：15～ レニングラード・バレエ②

ご家族やご友人も格安でご宿泊していただけます！！ぜひこの機会にご利用ください！！

ご旅行へは どうぞセミナーハウスへ！！　

≪各施設のご利用申込み≫ ご利用申込みは各施設へ直接お問合せください。◆『かすが荘』tel.0267-52-2111  ◆『山中湖荘』tel.0555-62-3111

T O 温泉P I C S
今が旬！ 冬の味覚かに料理！（追加メニュー）
通常のお食事に加えて美味しいかに料理をどうぞ！！
■■「かにプラン」平日1泊2食 ¥10,000～■■

※詳細はホームページ又はお問い合わせください。

冬でも山中湖は見どころ満載！　どうぞお気軽にご利用ください！

山中湖荘の近くに温泉施設が2つございます
● 紅富士の湯　● 石割の湯

温泉割引券のご利用はフロントへお問合せください。

交 通
バ　ス：新　宿 ―（京王バス・富士急行バス）― 旭日丘高速バスターミナル
自動車：高井戸 ―（中央自動車道）― 河口湖 ―（国道138）― 山中湖

交 通
電　車：東京・上野 ―（長野新幹線）― 佐久平 ―（路線バス）― 春日温泉
自動車：練馬 ―（関越自動車道）― 藤岡 ―（上信越自動車道）― 佐久 ― 春日温泉

春日温泉　かすが荘 長野県北佐久郡望月町 聖徳学園　山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野506
http://www.sas.janis.or.jp/̃kasugaso/（ホームページからもご予約承ります）
「美人の湯」として知られる春日温泉。自慢の温泉をどうぞお楽しみください！（泉質：アルカリ性単純泉）

好評の季節の食材を活かした洋風懐石料理。
御影石を敷きつめたお風呂もお楽しみください！

▲ かすが荘

t白樺の湯

▲ 山中湖荘

食事s

聖徳学園ホームページからも
セミナーハウスのホームページを

ご覧いただけます！

平成１５年度SOA第Ⅲ期公開講座は、平成１６年１月から３月
まで開講いたします。ご自身の趣味を活かしたい方、教養を磨
きたい方等、皆様方のいろいろな要望に応え得る講座を用意
しております。この機会に是非受講してみてはいかがでしょうか。

平成１５年度 SOA 第Ⅲ期 公開講座のご案内

講座名 講師名

＊上記の他、語学（英語、フランス語、ドイツ語、イタリア語、スペイン語、中国語）、
文学、教育、芸術・文化等の講座が予定されております。
＊詳細については生涯学習課までお問い合わせください。

（第Ⅲ期予定講座抜粋）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

聖徳学園創立70周年

記念講演会
3月2日（火）14：00～16：00
聖徳大学川並香順記念講堂

第一部 記念講演

第二部 記念鼎談

「ハーモニー（和）のサイエンスとアート」
講師：聖路加国際病院 理事長・名誉院長

1911年山口県に生まれる。1937年京都帝国大学医学部卒業。1941年
聖路加国際病院内科医となる。内科医長、院長代理、院長を経て、現
在、聖路加国際病院理事長、同名誉院長、聖路加看護大学理事長、同
名誉学長。（財）ライフ・プランニング・センター理事長。予防医学の重要
性を指摘し、日本初の人間ドック開設に携わったほか、医学・看護教育の
充実、ターミナル・ケア（終末期医療）の普及に人力。2000年には75歳
以上の健やかな老人の「新老人の会」を結成。
1999年文化功労者。『死をどう生きたか』（中公新書）『生きかた上手』（ユーリーグ）など著書多数。全国各地
での「生きかた上手講演会」は、個人の生きかたを問いかけ、励まし、大きな社会的反響を巻き起こしている。

日野原　重明先生
ひのはら しげあき

日野原重明先生
白鳥 元雄先生
（聖徳大学児童学科教授）

村井 靖児先生
（聖徳大学音楽文化学科教授）

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬550
TEL.047-365-1111（大代表）

ご希望の方は往復はがきに（住所、氏名、
年齢、電話番号）明記の上、上記までお申
し込みください。無料でご招待いたします。

●お問い合わせ
聖徳学園創立70周年記念行事催物委員会

…学部生活文化学科教員

…伊藤・川嶋・飯野

………………………………………細谷菜穂子

…………………………中村翔

……………………………………手島勝朗

…………………渡部・吉岡

………………………………山口博

………………………木村常在

…………………………………………三谷亜矢

…………………横田敬子

……………………………水垣・佐野

…………………………………………前田紀美子

………桐生・安広・岸田

………………………………………………鈴木昭平

…………………………島田薫

…………………………坂崎紀

…………………………細谷惠志

……………………………………………小槌清子

■栄養と健康シリーズ（１）～生活習慣病にならない体づくり～

■日本とアジアの食品あれこれ～加工実習を通して伝統食品を知る～

■漢詩と和歌の朗詠

■フラワーアレンジメントA、B、C

■算数を好きにする小話

■表現力と心を育てる無意識の言語

■万葉集歌語り～家持悲歌～

■惑星の研究の最前線とその基礎

■世界の歌を歌おう

■今日からできる上手な家計のやりくり

■オルガンへの誘（いざな）い

■はじめての礼法Ⅲ

■優雅な舞曲にのって踊ってみませんか

■速読で脳活性

■何才からでもできる人生再出発

■音でたどるクラシック音楽の歴史

■自分用の「印」を作る篆刻講座

■初めてのパソコン


